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第42回　一般社団法人  北海道建築士会全道大会（後志大会）
“ シリベシ　シルベシ　クルベシ！ ”

■大会テーマ　「NISEKO GLOCAL （ニセコ グローカル）」
■サブテーマ　－共生と連携のまちづくり－

　第42回北海道建築士会全道大会を後志支部の倶知安町とニセコ町で開催いたします。後志支
部は、ニセコ・羊蹄山麓エリアの倶知安町、京極町、喜茂別町、留寿都村、真狩村、ニセコ町、
蘭越町、黒松内町の８か町村に在住している建築士で構成されております。これまで、全道大
会は、後志管内では小樽市で開催しておりますが、町村での開催は初めてとなります。
　羊蹄・ニセコエリアは、四季折々の表情を持つ豊かな自然に恵まれ、羊蹄山やニセコアンヌ
プリの山々の自然や田園風景が織りなす魅力的な景色に溢れ、人々の生活に潤いや地域への愛
着をもたらしてくれています。

　ニセコのパウダースノーに憧れ、多くの外国人が訪れているニセコエリアは、観光リゾート地として変貌を続けて
います。羊蹄・ニセコの雄大な自然の中でアクティビティーを楽しむ人々、避暑地としてロングステイを楽しむ人々、
そして、観光開発を進める外国資本や働く外国人が増えています。ペンションやホテルからコンドミニアムと宿泊形
態も変化し、グローバルなエリアとして、国際化が進み、多様な文化が混在してきています。
　さらに、北海道新幹線や高速道路の建設が始まり、交通アクセスの高速化に向けた取り組みが進み、生活エリアの
広域化と伴にニセコエリアが観光のハブとなる期待も高まっています。
　一方、これまで、広域的な景観づくりに取り組んできた羊蹄・ニセコエリアでは、地域連携によるローカルな地域
づくりやまちづくりが、着実に歩んできています。
　ニセコ町の農協倉庫群を再生した観光と地域のまちづくりの拠点「倉庫邑」。後志エリアの空き家活用を進める官民
連携の「しりべし空き家ＢＡＮＫ」。倶知安町の新幹線新駅と連携する周辺まちづくり。多雪地域に住まう「しりべし
型住宅」や「くっちゃん型住宅」。地域を流れる尻別川の水辺の環境保全や地域づくりとシーニックバイウェイなどなど。
地域の歴史や自然景観を守り育て、潤いのある暮らしを次世代に引き継ぐ様々な活動が行われています。
　グローバル化が進むローカルなエリアで織りなす共生と連携のまちづくりを大いに語り合いましょう。
「しりべし、知るべし、来るべし」皆さんをお待ちしております。
［大会プログラム］

月　日 時　間 開　催　内　容 会　　　場

９月30日
（土）

10：00～12：00
（Ｂ分科会参加者は９：50～）

来賓・大会参加者受付 倶知安町文化福祉センター　ホワイエ
昼食　※1 羊蹄・ニセコエリアの飲食店等

12：00（受付）～14：30 ※2
９：50（受付）～14：30 ※3
12：00（受付）～14：30

分科会
　Ａ分科会（女性委員会）
　Ｂ分科会（まちづくり委員会）
　Ｃ分科会（青年委員会）

倶知安風土館　大展示室
ニセコ中央倉庫群　１号倉庫
倶知安町文化福祉センター　中ホール

14：45～16：15 大会式典 倶知安町文化福祉センター　大ホール
16：25～17：35 基調講演 倶知安町文化福祉センター　大ホール
19：00～20：45 懇親会　※4 ヒルトンニセコビレッジ　大宴会場

※１　昼食は、分科会開始前に支部管内の飲食店をご利用ください。Ｂ分科会参加の方は昼食の弁当を受付けます。
※２　文化福祉センターからＡ分科会会場へはバスの運行もあります。徒歩移動予定の方は、大会受付後ご乗車ください。
　　　発車１１：４５（時間厳守）です。なお、帰りのバス運行はありませんのでご注意ください。
※３　Ｂ分科会は９：５０から文化福祉センターで受付し、バスで１０：２０（時間厳守）から移動して１４：３０に文化福祉

センターに戻ります。
※４　大会会場から懇親会場まで、懇親会終了後に会場から倶知安町（まちの駅）まで、シャトルバスを２便づつ用意します。
★前日２９日夜に「青年サミット」を開催します。詳細は別途、青年委員会各ブロック長よりご案内します。
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　Ａ分科会　　町の原風景へ『くっちゃん型住宅』官民連携の取組み� 女性委員会　

　後志地方のうち、倶知安町、ニセコ町、京極町周辺は、羊蹄山やニセコ連峰にかこまれた自然豊かな地域で
す。近年は外国人スキーヤーなどからの人気が高まり、季節を問わず国際的なリゾート地として発展を続けて
います。Ａ分科会では、大会のサブテーマ～共生と連携のまちづくり～の実践例のひとつとして、倶知安町の
取組み「くっちゃん型住宅」ガイドラインを取り上げます。自然景観や街並みとの調和、寒冷地を考慮した性
能の確保、自然素材の積極的活用、住まい手としての配慮などがコンセプトとなっています。ガイドライン作
成・運用に当たっての経緯、取組み状況などについて、行政の立場からと実際に関わっている建築士会会員か
ら、それぞれお話しを伺い、地域の原風景にふさわしい住宅ストックとなる住まいや、暮らし方について考え
ます。また、分科会参加者の皆さまからも地域の実情などをご紹介いただき、情報交流をすすめてまいります。
後半は、「くっちゃん型住宅」の現場見学を予定しています。

　Ｂ分科会　　歴史的建造物の再生とニセコエリアのまちづくりを学ぶ� まちづくり委員会　

　ニセコ山系や羊蹄山などの山々に囲まれ、清流日本一にも輝いた尻別川が流れる自然豊かなニセコエリア。
スキーリゾートや温泉、北海道有数の農産地ならではの「食」など、北海道の魅力を一気に満喫できる場所で
あり、近年では外国人から好まれる長期滞在型の宿泊施設（コンドミニアム）が多く建設され、国際的な観光
地となりました。
　Ｂ分科会では、そんなニセコエリアを代表する倶知安町とニセコ町にスポットを当て、“グローバルなヒラ
フ地区”、“ローカルな倶知安駅前・ニセコ駅前”のまちなみをバスで巡るとともに、かつて農産物の集積場と
して使用された歴史ある倉庫群を再生利活用した「ニセコ中央倉庫群」にて、ニセコエリアの観光やまちづく
りを学びます。

　Ｃ分科会　　新幹線が夢を運ぶ‼　～倶知安のまちを考えよう　2nd Step ～� 青年委員会　

　昨年、新青森～新函館北斗間において北海道新幹線が開業しました。そして、13年後の2030年に札幌までの
延伸に向け、建設整備が進められており、倶知安町にも新幹線駅が出来ることが決定しております。現在倶知
安町では、各団体や新たな組織を立ち上げ、将来を見据えたまちづくりとして、検討している状況です。私た
ち建築士会も、平成27年度の青年建築士の集い（後志大会）をキックオフイベントとし、色々な問題点や意見
の収集を行いました。今回のＣ分科会では次のレベルにステップアップし、本大会テーマのグローカルという
新たな一面も含めて検討していきたいと考えています。一般市民の方々を交えたワークショップを通して、さ
らなる検討・内容の整理を行い、建築士として、地域と連携したまちづくりの提案を目指します。

　分 科 会

HOKKAIDO KENCHIKUSHI EXTRA in SHIRIBESHI 2017
情報委員会は今年も号外を発行！

後志大会のとれたて情報をいち早くお届けします
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　基調講演　　テーマ：『限界集落からの脱却』－現実の「ナポレオンの村」－

講　師：高　野　誠　鮮（たかの じょうせん　1955（昭和30）年11月２日生）

　石川県羽咋市出身。日蓮宗本證山妙法寺第41世住職。日蓮宗妙成寺相談役。総務省大臣
委嘱地域力創造アドバイザー。地方創生アドバイザー（富山県氷見市に出向）。立正大学客
員教授。新潟経営大学特別客員教授。
　大学在学中から科学雑誌ライターとなり、テレビ番組の構成をてがける。
　実家の寺院を継ぐために能登半島に帰省し住職となる。
　昭和59年４月から羽咋市勤務（臨時職員）。同年、「ＵＦＯでまちづくり」を羽咋市で勝
手に開始。平成３年に任用委員会で吏員採用となる。平成28年３月羽咋市文化財室室長で
定年退職し、現在に至る。

　宇宙とＵＦＯ国際会議の開催や公立宇宙科学博物館（コスモアイル羽咋）の建設などＵＦＯによる町おこしを生み
出した。また、平成17年より過疎高齢化集落の神子原地区の活性化とブランド農作物を作る「山彦計画」に取り組み「神
子原米」のブランド化や限界集落からの脱却に成功し、毎日地方自治大賞など多数の賞を受賞した。平成13年２月２
日付毎日新聞コラムで「スーパー公務員」と立川志の輔師匠が紹介。
　平成27年７月よりＴＢＳ系列の連続ドラマ「ナポレオンの村」（原案「ローマ法王に米を食べさせた男」、主演唐沢
寿明）のモデルとなる。

　第42回全道大会（後志大会）　会場・宿泊のご案内

まちの駅ぷらっと
（懇親会場からのシャトルバス終点）

【大会等会場のご案内】

■大会式典・基調講演・受付、Ｃ分科会

倶知安町文化福祉センター
倶知安町南３条東４丁目２番地２
0136-22-0230・4151　駐車場約100台

■Ａ分科会会場

倶知安風土館
倶知安町北６条東７丁目３
0136-22-6631　駐車場約50台

■Ｂ分科会会場

ニセコ中央倉庫群
ニセコ町字中央通60－２
0136-55-5538（ＮＰＯ法人ニセコ倉庫邑）

★昼食

羊蹄・ニセコエリアの飲食店で後志の食をお楽
しみ下さい。
※下記のＷＥＢサイトで倶知安町、ニセコ町の飲食店がご覧いただけますのでご紹介します。

倶知安町「食べ飲みガイド2017」　http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/tourism/kankou_pamphlet/
ニセコ町「グルメガイドマップ」　http://www.town.niseko.lg.jp/goannai/nisekomap.html
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【懇親会場のご案内】

■懇親会場

ヒルトンニセコビレッジ
ニセコ町東山温泉
0136-44-1111

◎　東山エリア案内図内の⑤になります。

◎　式典会場から懇親会場へシャトルバスを用意し
ます。利用される方は、参加申込書にバス利用
の有無と「乗降場所」に○印して下さい。

◎　ホテル⑩及びペンション⑥⑦⑧⑨については、
懇親会場への送迎があります。ホテル①②③と
懇親会場間はシャトルバスをご利用ください。

【シャトルバス運行（乗降場所）案内】

●基調講演終了後、懇親会場へ

０　『式典会場』文化福祉センター
　　　　➡
１　ＪＲ倶知安駅
　　　　➡
２　セイコーマートひらふ店前
　　　　➡
３　ひらふウエルカムセンター
　　　　➡
４　『懇親会場』ヒルトンニセコビレッジ

○懇親会終了後、倶知安町市街へ

０　『懇親会場』ヒルトンニセコビレッジ
　　　　➡
１　ひらふウエルカムセンター
　　　　➡
２　セイコーマートひらふ店前
　　　　➡
３　ＪＲ倶知安駅
　　　　➡
４　倶知安駅前通「まちの駅ぷらっと」

シャトルバス乗降場所
ひらふウェルカムセンター

①

②

③

シャトルバス乗降場所

シャトルバス

のルート

［ヒラフエリア案内図］

⑤

⑦

⑥

⑧

懇親会場

シャトルバス

のルート

⑤

⑦

⑥

⑧

懇親会場

シャトルバス

のルート

［東山エリア案内図］

⑨

⑩

⑨

⑩

［昆布・アンヌプリエリア案内図］


